






要約:妊産褥婦の精神的サポートのための基礎資料として当院で分娩した産婦 100 例にア

ンケート調査を行い分娩に対する満足度を調べた。当院を分娩施設に選んだ理由では「大

きな病院で安心感がある」が最も多く、当科の特徴である麻酔分娩を行っているためとい

う理由は少なかった。麻酔分娩の知識は大部分が母親学級時に得ていた。麻酔分娩に対す

るイメージは「痛くない」「楽」といったものが多かった。これは分娩後も変わらなかっ

た。母児同室を希望する例は少なく、分娩、入院生活に望むものでは「安全」が最も多か

った。分娩経験に対する産婦個人の自己評価点を付けてもらった所、初産婦の平均は 80.2

点、経産婦の平均は 92.2 点であった。最も低かったのは 35 歳以上の初産婦群で 76.3 点

であった。これは高齢初産婦では分娩前に分娩に対するイメージを抱きにくく、さらに分

娩前のイメージと分娩という現実の不一致が他の群に比べて大きい傾向があるためと考え

られた。このため 35 歳以上の群に対して精神的サポートの重要性が最も高いと考えられ

た。


